
国語科学習指導案(略 案)
平 成23年2月4日(金)2校 時
高等部 Bグ ループ 男子6人 女子2人 計8人

場 所 高 等 部1年 教 室

指 導 者 塩屋 千鶴(CT) 加治木守(ST)

1単 元 「楽 しいゲーム を紹介 しよ う」

2本 時の実際(15/24)

(1)全 体 目標
○ 必要な情報 を整理 して,相 手に とって分か りやす いゲームのルール を書 くことができる。

(2)個 人 目標

生徒
Aさ ん

(1年,男)

Bさ ん

(1年,男)

Cさ ん

(1年,男)

Dさ ん

(1年 男)
Eさ ん

(1年,女)

Fさ ん

(1年,女)

Gさ ん

(2年,男)

Hさ ん

(3年,男)

個 人 目 標
○ ゲー ムの順番 を考 えて写真 を並べ,「 まず」 「次 に」 「それか ら」 「最後に」

といった接続詞 を選択 しなが ら,文 章で書 くことがで きる。

○ ワー クシー トを手 掛 か りに して,適 切 な助 詞(「 に」 「を」 「で」)や 動 詞 を

選択 しなが ら,ゲ ー ムのル ー ル を文章 で書 く ことがで き る。

○ ヒン トカー ドと接続詞 を手掛か りに して,ゲ ー ムの順番 を 「○○を△△す

る」 な どの文で書 くことができる。

○ 書 く内容 を言葉で教師に伝 えなが ら,文 章や キー ワー ドでゲームのル ール

を文で書 くことできる。

○ 写真や ヒン トカー ドを手掛か りに して,単 語 を書き出 しなが らゲームのルー
ルを文で書 くことがで きる。

○ 写 真 や ワー ク シー トを手 掛 か りに,「 は」 「が」 「に」 「を 」 の助 詞 に気 を付

け て ゲー ム のル ー ル を文章 で書 くこ とがで き る。

○ 写 真 を 見 なが ら,「 何 を」 「ど うす る」 とい う文章 を考 えた り,選 択 した り

して ゲー ム のル ー ル を書 くこ とが で き る。

○ 写真や ワー クシー トを手掛か りに して,適 切 な接続詞,助 詞や動詞 を考え

なが らゲームのルール を文章で書く ことができる。

(3)指 導 及 び支援 に 当た って

学習活動の概要と授業環境の工夫
・ 生徒た ちは,前 時 までにみ んなで楽 しめるゲームを4種 類考 え,毎 回一つのゲームを取 り上
げて,そ のルール を文章で書 く学習に取 り組んできた。本時は,ル ール を文や文章で書 く3回
目の授業に当たる。そこで,以 下の点 に配慮 して指導する。

・ 授業に見通 しをもち
,学 習 に意欲 的に向か う意識 を高めるために,「 向か う」過程で,継 続 し

て行 ってい る詩 の朗読 を取 り入れ る。
・ ル ールブ ック作成時は,前 時 と同 じ形式 のワー クシー トを使用す ることで,自 分で考えなが
ら,文 章を作成で きるよ うにす る。

・ 友達 同士で意見 を交わす ことがで きるよ うにペアを設 定 し,お 互 いの顔 が見 えるよ う机 を配
置す る。

教材 ・教具 とのかかわ りについて
・ ワー ク シー トや 評 価 カ ー ドに名 前 を記 載 してお き ,担 当の 生徒 が誰 に配 る の かが分 か るよ う
にす る。

・ ワー ク シー トは
,個 に応 じて色 分 けを した り,接 続 詞 や 助詞 を空 欄 に した りして,文 の正 し

い順 番 を理 解 で き る よ うにす る。
・ 文 字 を書 くこ とが苦手 な 生徒 につ い ては ,絵 や 写真,文 字 カー ドを選 択 しなが ら,ワ ー クシー

トに記 入 で き るよ うにす る.

人(友 達や教師)と のかかわ りにつ いて
・ 詩の朗読やゲー ムをす る場面 において

,友 達同士で評価す る場面 を設定す る。
・ ワークシー トや評価カー ドの配布 を生徒 が行 うことで,友 達同士がかかわ り合 う機会 を設定
す る。

・ ル ールブ ック作成時は,ペ アの友達に分 か らない ことを質問 した り,迷 った際,ヒ ン トカー
ドの場所を教師に質問す る場面 を設定 した りして,友 達や教師 とかかわ る機会を設定す る。

自分 とのかかわ りについて
・ 詩の朗読回数 を 自分で決めるこ とで,目 標 を意識 して意欲的に活動で きるよ うにする。
・ ルールブ ックの作成途 中や友達 と確認す る場面で,実 際の行動 を通 して確認 できるよ うにす

る。
・ 相互評価 の際,評 価の観点を しぼって示す ことで,自 分のできた ことや課題 に気付 くことが

できるよ うにす る。
・ 相互評価 の結果 を全体 で確認す ることで,次 時の 目標 を確認 した り,意 欲 を高めた りす るこ
とができるよ うにす る。
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(4)実 際

過程

向

か

う

(10分)

か

か
わ

る
(35分)

見

つ

め

る

(5分)

主な学習活動
1始 め の あ い さつ をす る。

2「 このみ ち」 を朗読 する。

(1)目 標 を 自分 で設定す る。

(2)朗 読 す る。

3学 習内容を知る。

ル ールブ ックを作成 しよ う。

4ル ールブ ックを作成す る。

(1)写 真 や 映 像 を使 って,

ゲームの内容 を確 認する。

(2)相 手に伝わ りやす い

順番 を考えなが ら,写

真の順番を入れ替える。

(3)友 達 同 士 で 確認 す る。

(4)ル ー ル を ワ ー ク シ ー

トに ま と め る。

(5)ワ ー ク シ ー トを 基 に

して ペ ア 同 士 で 確 認 す

る。

5本 時 を振 り返 る。

6終 わ りの あいさつ をする。

 S1 S2 S3 指導及び支援の手だて
・ 授業の始めを意識するために班長は

全員がそろった ことや姿勢を正 しくし

たことを確認 してか ら号令を行 うよう

にす る。
・ 読む回数 を前回の達成状況 と照 らし

合わせて,設 定できるようにする。
・ 自分のできることや課題 に気付 くた

めに読み 終わった ら隣の友達に評価

カー ドを記入 してもらうようにする。
・ 声の大きさや速さな どの観点を示 し

た評価カー ドを用意 し,相 互評価でき

るようにする。
・ ワー ク シ ー トや これ ま で の 教 材 を 提

示 す る こ と で,前 時 と の つ な が りを 意

識 で き る よ うに す る。

・ 前時に使用 したルールブック作成の

手順 を示 した手順書を準備 し,学 習の

進め方を確認す ることができるように

する。
・ 写 真 で イ メ ー ジ し に く い 場 合 に

は,VTRで 確 認 で き る こ と を伝 え る。 そ

の 際,VTRの 場 所 を記 載 した メモ を準 備

し,生 徒 自身 が 内 容 を 読 み 取 っ て,活

用 で き る よ うに す る。

・ 並び替 えた写真に沿って実際に行動

することで,う ま く伝わるか どうか友

達同士で確認できるようにする。
・ 絵 や 写 真 ,文 字 カ ー ドを使 用 し な が

ら作 成 す る ワー ク シ ー トを 準 備 す る。

(Cさ ん,Dさ ん,Eさ ん,Fさ ん)

・ ゲ ー ム の 順 番 を 整 理 して ま とめ る こ

とが で き る よ うに 接 続 詞 を 記 入 す る枠

を 設 け て お く。(Aさ ん,Bさ ん,G

さん,Hさ ん)

・ 説 明 文 で 記 入 した ヒ ン トカ ー ドを 用

意 し困 っ た 際 は,ヒ ン トカ ー ドを手 掛

か りに して,ワ ー ク シ ー トを記 入 で き

る よ うにす る。

・ ペア同士で話 し合い活動ができるよ

うに,編 成に配慮する。
・ 文章 ごとに評価の枠を設けることで,

評 価の観点を理解 した り,実 際に評価

しやす くしたりすることができるよう

にする。
・ 評価カー ドを基に して ,本 時の 目標

を振 り返 り,自 分のできたことや課題

を認識できるようにす る。
・ 感想を出 し合った り,次 時の学習内

容を聞いた りす ることで,次 時への意

欲や期待感 を高めることができるよ う

にする。

資料 ・準備

朗読カー ド

評価カー ド

目当 てカ ー ド

手順書

写真

VTR

ワ ー ク シ ー ト

ヒン トカ ー ド

評価カー ド

(5)評 価

○ 必要な情報 を整理 して,相 手に とって分 か りやすいゲームのルールを書 くことができたか。
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